
進捗管理・報告(2021/3/2)

1. 現在取り組んでいること
　可逆コンピューティング

　ー可逆アルゴリズム

2. 進捗状況
　・可逆コンピューティングについてと、この分野で行われてきたことの調査

　・可逆アルゴリズムの調査

3. 前回からの進捗
　・UNIVERSITY OF COPENHAGEN
　　Reversible Graph Algorithms を調査

　・優先度付きキュー(minヒープ)
　　ー時間計算量：非可逆な優先度付きキューと同じ

　　ーゴミ出力：decreasekey, extractmin, insertにそれぞれ定数量のゴミ

　　・UNIVERSITY OF COPENHAGENの実装(左)
　　・UNIVERSITY OF COPENHAGENを先生が書き換えたもの(右)

　　　

https://docs.google.com/document/d/1xCZlHg__Cl5NtSTxlnyTblcvFxBIzG6DWD_ZVfaA9j8/edit?usp=sharing


　　　・違い

　　　　ーUNIVERSITY OF COPENHAGEN
　　　　・位置を交換したノードについて、直前の場所をインデックスとして十分な大きさ　　　　の配

列(size(A)-1)に格納
　　　　・必要なゴミ：大きさsize(A)-1のint型の配列, そのインデックスを表すint型の変数

　　　　ー先生の実装

　　　　・int型の変数1つを用いて、位置を交換したノードが左右どちらのノードと交換さ　　　　れた
のかを表現

　　　　・必要なゴミ：int型の変数

4. 今後の課題


